指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・iPS細胞とはどのような細胞か，何が画期的なのかを理解させる。
・今後の活用と課題を読み取らせる。
・山中教授のスピーチから学ぶべきメッセージを読み取らせる。
	1時間目
	パラグラフ １～３（pp. 122-123）

	指導のポイント
	・ノーベル賞の受賞理由を理解させる。
・ガードン教授の功績を理解させる。
・iPS細胞の作製方法とその活用を読み取らせる。

	主な言語材料
	・capable of ～
・replacement for ～
・combine A with B
・similar to ～
・at present

・no longer ～
・for ～ to do
・in research on ～

	2時間目
	パラグラフ ４～７（pp. 123-124）

	指導のポイント
	・iPS細胞の課題について理解させる。
・山中教授のモットー「VW」について理解させる。
・山中教授の挫折体験を読み取らせる。

	主な言語材料
	・do harm
・stand for ～
・live up to ～
・as for ～
・as a student
・the likes of which ～

	3時間目
	パラグラフ ８～９，True or False?（pp. 124-125）

	指導のポイント
	・基礎研究を始めてから大学の求人に応募して採用されるまでの「塞翁が馬」のエピソードを，時間的ディスコースマーカーに注意して読み取らせる。
・エピソードを通して伝えたかったことを読み取らせる。

	主な言語材料
	・be at the end of one’s rope
・even though ～
・on a whim
・once S + V ～

	4時間目
	Comprehension （pp.126-127）

	指導のポイント
	・答えを判断する箇所を明らかにしてから解答させる。
・主題は最初と最後のパラグラフで判断させる。
・空所補充は単語の意味を把握させた後，文法や内容の両面から考えさせる。

	主な言語材料
	・on the basis of ～
・形式目的語構文
・turn out to be ～
・, one of which ～

	5時間目
	Exercise, Activity （pp.128-129）

	指導のポイント
	・語形変化については，辞書を引く前に意味と品詞を推測させる。
・語法と文法については，テキストの英文に頼らなくても文が作れるまで練習させる。

	主な言語材料
	・leave A half-done   
・would often do
・used to do


